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研究成果の概要（和文）：海洋底における多様な生物の生息場所利用という観点、また、巣穴利用の進化という
観点から、巣穴共生性のベントスは魅力的な研究対象である。しかし、砂泥底の巣穴の中という生息場所の特殊
性から研究が難しく、生態研究はほとんど行われていない。本研究の結果、テッポウエビ科の2種とモクズガニ
科の3種において、無脊椎動物宿主の巣穴利用に関する共生生態について新しい知見を得た。さらに、巣穴共生
性ハゼ類や宿主となる甲殻類、その巣穴構造についても、新知見が得られた。

研究成果の概要（英文）：From the perspective of habitat use of diverse organisms on the ocean floor 
and the evolution of burrow use, “burrow symbiosis” of benthos is an attractive research target. 
However, the unique habitat of the burrow on the bottom of sandy mud makes it difficult to study, 
and little ecological research has been conducted. The present study shows that the symbiotic 
ecology of two species of alpheid shrimp and three species of varunid crabs was revealed. In 
addition, new ecological insights into burrow symbiotic gobies, host crustaceans, and its burrow 
morphology were obtained.

研究分野： 海洋生態学

キーワード： 共生　巣穴　干潟　住み込み共生

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
巣穴共生性のベントスには、多数の絶滅危惧種が含まれており、その保全のためには、生態学的特性や宿主との
関係に関する知見が必要である。本研究で得られた結果により、干潟の絶滅危惧種の保全に利用されうる知見を
提するとともに、巣穴共生者の多様性の一端も明らかにすることができた。また、宿主となる巣穴形成性ベント
スの巣穴構造に関する重要な新知見も得られ、今後も更なる研究の継続が必要であると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

 

 環境省の海洋生物レッドリストには、干潟域に生息する動物ベントス（底生動物）が多数掲載

されている。これらの種の保全のためには、それぞれの生態を熟知して効果的な対策を行うこと

が必要である。また、干潟の再生が計画される事例も増えているが、生物間の種間関係の理解な

くしてその成功はあり得ない。 

 本研究で注目しているのは、干潟に巣穴を構築する生物に共生する生物の生態解明である。海

洋における生物多様性の特徴として、他の生物や生物の作る構造物を住処とする住み込み共生

の重要性が提唱されている。干潟の絶滅危惧動物でも、他の生物の巣穴を利用する「巣穴共生」

が多数知られているが、その生態はほとんど解明されていない。 

 本研究では、無脊椎動物の巣穴を利用する甲殻類を対象として、野外採集とメソコズム実験を

通して、宿主特異性と巣穴利用の依存度を定量的に評価するとともに、形態計測と採集時の情報

から、生活史と繁殖生態の推定を行う。 

 

２．研究の目的 

 

 日本温帯域に分布する巣穴共生性甲殻類を対象として、ヤビーポンプを用いて宿主の巣穴か

ら標本を収集することで共生に関する情報を最大限得るとともに、採集調査を定期的に行うこ

とで、巣穴利用や繁殖生態に関する季節性も明らかにする。これらの共生者による巣穴利用行動

や宿主特異性、共生強度に関しては、室内における詳細なメソコズム実験から明らかにする。採

集された標本をもとに形態計測を行い、繁殖サイズや繁殖生態に関する情報を得る。さらに、黒

潮上流域に分布する巣穴共生性甲殻類の多様性やその生態に関する情報を得て、日本温帯域の

状況と比較を行うため、琉球列島やフィリピンにおける採集も試みる。また、採集時には、共生

性甲殻類とともに、ハゼ科魚類も多数採集される。巣穴利用生態を共生甲殻類と魚類で比較し、

巣穴共生全般の知見を得るため、ハゼ類の調査も補足的に行う。 

 

３．研究の方法 

 

(1) 多摩川河口干潟にて、テッポウエビ科のクボミテッポウエビ（環境省 NT）とセジロムラサ

キエビを、アナジャコとニホンスナモグリの巣穴からヤビーポンプを用いて採集した。調査は 2

ヶ月毎に行い、共生率の季節変化と共生甲殻類の生活史の検討を行い、形態計測により繁殖サイ

ズを推定した。高知大学の水槽にてヨコヤアナジャコに巣穴を形成させ、高知県産の個体を用い

て、この 2 種の巣穴利用行動を比較した。 

(2) 巣穴共生性カニ類であるトリウミアカイソモドキ（環境省 NT）の宿主利用パターンを土佐

湾にて調査し、高知大学の水槽にて、異なる甲殻類が形成した巣穴への利用行動、および人工巣

穴内での宿主への対応行動を比較した。トリウミアカイソモドキと同属のシタゴコロガニ（環境

省 EN）が自身の脱皮に際して行う行動を記述した。 

(3) トリウミアカイソモドキはしばしばエビヤドリムシ科等脚類に寄生されていた。一般に、カ

ニ類に寄生するエビヤドリムシ類の生態学的知見は明らかでないため、同じ科に属するヒライ

ソガニを対象に、採集個体の形態計測により、エビヤドリムシ類が宿主のカニ類に与える影響を

明らかにした。 

(4) 日本各地およびフィリピンにおける採集から、巣穴共生性甲殻類の生態情報の知見収集を試



みた。 

(5) 宿主となる巣穴形成甲殻類の知見を得るため、テッポウエビ、コブシアナジャコ、および、

サヌキメボソシャコの巣穴構造を、ポリエステル樹脂を用いた鋳型を採取することにより明ら

かにした。 

(6) 巣穴共生性甲殻類とともに採集されるハゼ類に関して、２種の調査を行なった。テッポウエ

ビの巣穴形態に与えるツマグロスジハゼの影響を、メソコズム実験から明らかにした。普段自由

生活をしているアベハゼが、どのように甲殻類の巣穴を利用するかを、野外採集とメソコズム実

験から明らかにした。 

 

４．研究成果 

 

(1) 巣穴共生性のベントスの生態は、海洋底における多様な生物の生息場所利用という観点から、

また巣穴利用の進化という観点からも魅力的な研究対象であるが、生息場所の特殊性から研究

が遅れている。例えば、テッポウエビ科の甲殻類では、全 47 属のうち、3 分の 1 を越える 18 属

が巣穴共生を行うことが知られている。しかし、これらの知見のほとんどは新種記載論文におい

て、標本の採集状況として記述されているだけである。本研究の結果、クボミテッポウエビとセ

ジロムラサキエビが周年に渡り甲殻類の巣穴を利用し、抱卵個体も巣穴を利用することが明ら

かになった。鉗脚の相対成長解析から、繁殖サイズを推定でき、また、メソコズム実験から、宿

主の巣穴利用のパターンが 2 種で異なっていることが明らかになった（投稿中および投稿準備

中）。 

(2)巣穴共生性のカニ類トリウミアカイソモドキの宿主特異性とそのメカニズムを明らかにした

（Henmi et al., 2018, J. Crust. Biol.）。本種は、野外でヨコヤアナジャコとニホンスナモグリの

巣穴を利用するが、ヒメヤマトオサガニの巣穴利用は確認できなかった。室内観察では、3 種の

宿主の巣穴を利用したが、宿主に対峙した際の身の交し方に差が認められた。同属のシタゴコロ

ガニは、宿主のアナジャコ類の腹部にしがみ付いて暮らしている。本種の脱皮行動を観察した結

果、シタゴコロガニは宿主にしがみ付いたまま脱皮することができることが明らかになった

（Shiozaki and Itani, in press, JMBA）。 

(3) ヒライソガニの鰓室に寄生するヒライソガニエラムシは、寄生率 4％程度であるものの、宿

主の繁殖を抑制し、コンディション（湿重量）とオスの鉗脚の 2 次性徴も抑制することが明らか

になった（Corral et al., 2019, Dis. Aquat. Org.）。 

(4) 琉球列島からフィリピンにかけての黒潮上流域に分布する巣穴共生性甲殻類は、多様性が高

いものの個体数は少なく、保全に関わる生態学的知見を収集するまでには至らなかった。その前

段階として、これまで以上に分類学的な研究や宿主利用パターンの記述を積み重ねる必要があ

る。一方、温帯域での採集と文献記録、博物館標本をもとに、1 属 1 種の日本固有種ウモレマメ

ガニ（環境省 VU）の分布と、本種が無脊椎動物の巣穴を利用する共生者であることを明らかに

した（邉見ほか、2019、日本ベントス学会誌）。また、宿主甲殻類の多様性研究の途上で、化石

種として知られるオオスナモグリの生体を得て、新属としてその分類を整理した（Komai et al., 

2019, Zootaxa）。 

(5) 巣穴形成者の生態を把握するため、宿主甲殻類の巣穴形態の調査をポリエステルレジンを用

いた鋳型採集をもとに行なった。テッポウエビは、過去に採取された石膏を用いた研究に比べて、

より複雑な巣穴構造であり、複数の巣穴口があること明らかになった。さらに、セジロムラサキ

エビの共生が確認された（Henmi et al., 2017, Zool. Sci.）。コブシアナジャコ（環境省 VU）と



サヌキメボソシャコの巣穴の鋳型の採取にも成功し、それぞれ、アナジャコ類とシャコ類ではこ

れまで知られていない構造を有することが明らかになった（投稿準備中）。 

(6) 巣穴共生性甲殻類の採集時には、ハゼ類もしばしば採集される。北海道厚岸湖からエドハゼ

（環境省 VU）を採集し、日本における北限を更新するとともに、本種が北限の個体群でもアナ

ジャコの巣穴を利用することを明らかにした（邉見ほか、2018、魚類学雑誌）。テッポウエビの

巣穴形態に与えるツマグロスジハゼの影響を、メソコズム実験で検証した結果、ハゼの共生によ

り巣穴形態の微細な変更が認められ、それが宿主に悪影響を及ぼす可能性があることを明らか

にした（Henmi et al., 2000a, JEMBE）。また、普段は石や枯葉などの構造物を隠れ家に利用し

ているアベハゼが、構造物の少ない干潟では甲殻類の巣穴を利用することを明らかにした。メソ

コズム観察でも、本種はヨコヤアナジャコの巣穴を利用するが、利用時間も少なく、頻繁に宿主

から追い出される様子が確認された（Henmi et al., 2000b, JEMBE）。 
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